
環境データベースシステムの機能について

① 任意地点の各データを検索

② 各項目の集計値の検索

③ 各項目の基準値超過地点の検索

④ 各地点の集計値の出力

⑤ 各水域ごとの集計値の出力

⑥ 各地点の経年・経月・経日グラフ表示

⑦ ２項目の散布図

⑧ 各項目の測定データをＣＳＶ出力



水質等測定地点（河川、海域）

海域：環境基準点　15地点
　　　　準基準点　　 7地点

海域：環境基準点　15地点
　　　　準基準点　　 7地点

河川：環境基準点　94地点
　　　　準基準点　　 50地点

河川：環境基準点　94地点
　　　　準基準点　　 50地点

※地図はエコギャラリーで公開しているものです。
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河川の水質と水質規制法令
及び下水道整備の関連

寝屋川・京橋のBODと下水道普及率　　　　　　　　
　（ダウンロードした水質データに他のデータを付加した加工例）
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BOD年平均値

下水道面積普及率

高級化面積普及率

1949
1950

　　高度成長期に　　

河川水質が悪化

事業場排水規制と　
下水道整備により　
水質が改善



大阪湾と河川の水質経年変化

COD(mg/L）　　　　　　
全窒素(mg/L）　　　　
クロロフィルa (μg/L）

COD(mg/L）　　　　　　
全窒素(mg/L）　　　　
クロロフィルa (μg/L）

河川の水質改善に比べ、
海域は横ばい



大阪湾の水質の季節変化
C　O　D　　　　　　　 (mg/L)

COD（ろ過酸性法）　(mg/L)

夏期の湾奥部において、
プランクトンの発生による
CODへの影響が見られる

夏期の湾奥部において、
プランクトンの発生による
CODへの影響が見られる

陸域から流入する窒素・りんに
より、植物プランクトンが発生

陸域から流入する窒素・りんに
より、植物プランクトンが発生



大阪湾底層の溶存酸素量の季節変化

溶存酸素量（DO）
（mg/L)

湾奥部の底層の水質は、
夏期に無酸素状態になる

　⇒ 魚介類への影響が　
　　　懸念される

湾奥部の底層の水質は、
夏期に無酸素状態になる

　⇒ 魚介類への影響が　
　　　懸念される

陸域から流入する有機物や
海域で発生したプランクトン
が沈降し、底層で分解

陸域から流入する有機物や
海域で発生したプランクトン
が沈降し、底層で分解



河川流量の経年変化

淀川水域の支川

神崎川水域の支川

都市化による雨水浸透域の
減少と下水道整備により、
上流域の河川流量が減少

都市化による雨水浸透域の
減少と下水道整備により、
上流域の河川流量が減少



クロロフィルaと他項目との相関

1972-2003年　C-3地点 1972-2003年　C-3地点

クロロフィルaは、CODや
有機性りんと正の相関が
みられる　　　　　　　　　　
⇒植物プランクトンの影響

クロロフィルaは、CODや
有機性りんと正の相関が
みられる　　　　　　　　　　
⇒植物プランクトンの影響
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